
本
大
会
で
は
、
昨
年
の
熊
本

地
震
、
８
月
の
ひ
と
月
に
４
個

も
の
台
風
が
上
陸
し
、
北
日
本

に
相
次
い
で
被
害
を
も
た
ら
す

な
ど
激
甚
災
害
が
多
発
す
る

中
、
定
員
削
減
に
よ
る
不
十
分

な
執
行
体
制
で
、
補
正
予
算
や

当
初
予
算
の
早
期
執
行
が
求
め

ら
れ
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に

も
追
い
詰
め
ら
れ
、
健
康
や
精

神
を
害
す
る
職
員
が
増
え
、
ま

た
委
託
も
も
う
限
界
で
職
員
の

増
員
が
必
要
な
ど
厳
し
い
職
場

状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
管

理
職
ユ
ニ
オ
ン
と
し
て
、
昨
年

大
会
で
出
さ
れ
た
「
増
員
の
政

策
」
を
議
論
し
職
場
か
ら
の
増

員
数
を
積
み
上
げ
、
要
求
・
運

動
で
増
員
を
勝
ち
取
り
国
民
の

「
安
全
」
・
「
安
心
」
が
守
ら
れ

る
ま
と
も
な
体
制
を
早
期
に
実

現
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
０
回
を
数
え
た
「
管
理

職
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
課
題
で
は
、

四
国
支
部
な
ど
多
く
の
支
部
が

過
去
最
高
を
達
成
す
る
奮
闘
に

よ
り
、
全
国
で
二
千
名
を
超
え

る
集
約
を
行
い
、
そ
の
運
動
の

教
訓
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
の
総
括
で
は
、
公
務
員

人
件
費
総
抑
制
に
よ
る
理
不
尽

な
特
地
勤
務
、
配
偶
者
扶
養
手

当
の
改
悪
や
定
員
削
減
な
ど
公

務
員
攻
撃
が
厳
し
い
中
、
管
理

職
ユ
ニ
オ
ン
発
足
以
来
初
め
て

の
全
国
上
京
団
を
取
り
組
み
、

「
熊
本
復
興
事
務
所
の
新
設
要

求
」
の
実
現
な
ど
職
場
か
ら
粘

り
強
く
闘
え
ば
要
求
が
前
進
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

管
理
職
の
処
遇
改
善
で
は
、

業
務
内
容
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

高
度
に
広
域
・
複
雑
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
評
価
替
え
や
定
数

拡
大
を
行
い
、
管
理
職
登
用
即

５
級
格
付
け
を
実
現
さ
せ
、
誰

で
も
五
五
歳
ま
で
に
６
級
昇
格

す
る
昇
給
制
度
の
確
立
に
向

け
、
本
省
及
び
人
事
院
へ
さ
ら

な
る
追
及
を
行
う
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

再
任
用
関
係
で
は
、
昨
年
度

国
土
地
理
院
で
、
今
年
度
北
陸
、

中
部
、
近
畿
地
整
で
フ
ル
タ
イ

ム
採
用
を
実
現
さ
せ
た
こ
と
を

教
訓
に
「
希
望
者
全
員
の
フ
ル

タ
イ
ム
採
用
」
や
処
遇
改
善
を

求
め
る
運
動
を
強
化
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
１
年
間
、
重
点
的
に
取

り
組
む
要
求
と
運
動
と
し
て

は
、
①
震
災
復
興
と
防
災
対
策

強
化
の
運
動
、
②
「
国
民
の
安

心
・
安
全
」
を
守
る
た
め
、
道

州
制
導
入
に
反
対
す
る
運
動
、

③
国
民
の
期
待
に
応
え
る
業
務

執
行
を
目
指
し
て
、
④
職
場
の

増
員
実
現
、
職
場
環
境
の
見
直

し
、
健
康
と
家
庭
を
守
る
業
務

執
行
体
制
確
立
の
運
動
、
⑤
賃

金
・
公
務
員
制
度
改
悪
と
の
闘

い
、
⑥
６
０
歳
以
降
の
雇
用
確

保
⑦
共
闘
、
共
同
の
重
視
、
⑧

管
理
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い

て
、
要
求
実
現
に
向
け
活
動
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

以
上
の
課
題
を
前
進
さ
せ
る

た
め
に
、
私
た
ち
管
理
職
ユ
ニ

オ
ン
は
、
「
政
策
」
を
手
に
職

場
で
働
く
管
理
職
員
一
人
一
人

の
要
求
や
悩
み
を
聞
き
、
職
場

要
求
を
実
現
さ
せ
る
運
動
を
組

合
員
、
多
く
の
仲
間
と
共
に
課

題
実
現
を
目
指
し
、
こ
の
一
年

間
運
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

を
意
思
統
一
し
、
全
国
の
職
場

か
ら
そ
の
取
り
組
み
を
実
践
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
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国
土
交
通
省
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
２
０
１
７
年
５
月
２
７
日
（
土
）
～
２
８
日
（
日
）
の
２

日
間
、
愛
知
県
豊
橋
市
の
ホ
テ
ル
シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー
ト
に
於
い
て
、
第
２
０
回
定
期
全
国
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
代
議
員
を
は
じ
め
来
賓
等
含
め
延
べ
５
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

再
任
用
フ
ル
タ
イ
ム
実
現
の
教
訓
で
確
信
を
！

神
野
委
員
長
再
選

西
村
新
事
務
局
長
選
出

副
所
長
の
代
議

員
も
参
加

熊
本
復
興
事
務

所
新
設
実
現

第
２
０
回
定
期

全
国
大
会

役　　職 氏　　名 支　部 所　属

委 員 長   神野  隆司 九州 川内川河川・工務課長

副委員長 渡邉　均 北陸 羽越河川国道・横川ダム管理支所長

副委員長 星野　豊 関東 東京国道・防災情報課長

副委員長 　落合　綱三 中部 沼津河川国道・御殿場維持出張所長

副委員長   上原　秀樹 近畿 飛鳥歴史公園・副所長

副委員長   中島  最郎 地理 基本図情報部・国土基本情報課長

事務局長   西村　政司 近畿 淀川河川・用地第一課長

事務局次長   西村　正美 専従 大阪支局

事務局次長   鷹野  弘行 中部 浜松河川国道・横山出張所長

事務局次長   山本  一浩 近畿 福井河川国道・河川管理第一課長

執行委員 鳥屋部　勝弘 東北 三陸国道・用地第二課長

執行委員   森田  義一 北陸 阿賀川河川・塩川出張所長

執行委員 小林  治 関東 東京国道・経理課長

執行委員   杉山　佳幸 中部 庄内川河川・保全対策官

執行委員   小原　良一 近畿 琵琶湖河川・管理課長

執行委員 大櫃　剛 中国 出雲河川・管理第二課長

執行委員   向井  洋一 四国 松山河川国道・用地第一課長

執行委員   福留  泰男 九州 武雄河川・管理第一課長

執行委員   小井土  今朝巳 地理 基本図情報部・画像調査課長

会計監査   鎌倉  啓彰 関東 常総国道・用地第二課長

会計監査   岩本　年正 中部 浜松河川国道・平田出張所長

 専従事務局員 　上林　喜美夫 本部 京浜河川・多摩（出）

非専従事務局員 中山　幸男 本部

2017年度中央執行委員

節目の第２０回定期全国大会

増員実現、職場環境改善を



今
回
の
大
会
は
２
０
回
目
と

い
う
節
目
の
大
会
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
記
念
と
し
て
ユ
ニ
オ

ン
初
代
委
員
長
の
萩
原
氏
を
招

い
て
当
時
の
管
理
職
を
取
り
巻

く
情
勢
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
ユ
ニ

オ
ン
の
結
成
に
至
っ
た
苦
労
話

な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
改
め
て
ユ
ニ
オ

ン
の
存
在
の
意
義
と
今
後
の
運

動
の
展
望
に
つ
い
て
、
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。
２
０
年
の

ユ
ニ
オ
ン
の
歴
史
は
管
理
職
の

処
遇
改
善
は
も
と
よ
り
、
国
交

省
内
で
の
存
在
が
当
局
や
人
事

院
、
内
閣
人
事
局
等
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
役
割
を
果
た

し
て
き
た
こ
と
を
参
加
者
一
同

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

新
潟
県
中
央
集
会
に
は
、
昨

年
秋
に
野
党
共
闘
で
誕
生
し
た

新
潟
県
知
事
の
米
山
氏
を
迎
え

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現
職
知
事

の
参
加
は
は
じ
め
て
の
こ
と
で

す
。ユ

ニ
オ
ン
は
Ｏ
Ｂ
を
含
め
１

０
名
が
参
加
し
、
集
会
の
参
加

者
は
９
５
０
名
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

富
山
で
は
約
７
０
０
名
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。『
ス

ト
ッ
プ
安
倍
暴
走
政
治
・
戦
争

法
廃
止
。
立
憲
主
義
･
民
主
主

義
を
取
り
戻
せ
。
大
幅
賃
上
げ

で
景
気
回
復
。
な
く
せ
貧
困
と

格
差
。
社
会
保
障
制
度
の
拡

充
。
』
等
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
メ

ー
デ
ー
富
山
県
集
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

ユ
ニ
オ
ン
か
ら
は
土
肥
副
委

員
長
・
吉
野
執
行
委
員
と
０
Ｂ

の
中
瀬
・
若
田
さ
ん
の
４
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

愛
知
県
中
央
メ
ー
デ
ー
に
Ｏ
Ｂ

含
め
６
名
で
参
加
。
全
体
の
参

加
者
は
２
，
８
０
０
名
で
し
た
。

近
畿
支
部
で
は
、
神
戸
三
宮
、

滋
賀
大
津
、
奈
良
、
大
阪
な
ど

各
所
に
Ｏ
Ｂ
を
含
め
２
０
名
以

上
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
で

は
安
倍
暴
走
政
治
に
対
す
る
怒

り
の
声
を
反
映
す
る
、
「
野
党

と
市
民
の
共
闘
で
安
倍
政
治
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
」
「
戦
争
法
廃
止
」
「
共

謀
罪
法
案
反
対
」
「
最
賃
１
０

０
０
円
実
現
」
等
の
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
プ
ラ
カ
ー
ド
が
目
立

っ
て
い
ま
し
た
。
大
阪
の
中
央

メ
ー
デ
ー
の
参
加
者
は
４
，
５

０
０
名
で
し
た
。

（
参
加
者
の
感
想
）

・
青
年
層
の
参
加
が
少
な
く
、

中
高
年
の
参

加
が
目
立
っ

て
い
ま
し
た
。

「
第
８
８
回

岡
山
県
中
央
メ
ー

デ
ー
に
参
加
」

参
加
者
は
約
４
０
０
名
、
場
所

は
相
生
橋
東
詰
の
旭
川
河
川
敷
に

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

１
０
時
よ
り
開
会
宣
言
後
、
主
催

者
や
来
賓
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
各

団
体
か
ら
の
訴
え
や
プ
ラ
カ
ー
ド

コ
ン
ク
ー
ル
に
続
き
、
メ
ー
デ
ー

宣
言
が
採
択
さ
れ
、
１
１
時
２
０

分
頃
か
ら
岡
山
市
内
を
デ
モ
行
進

し
ま
し
た
。

ユ
ニ
オ
ン
か
ら
は
、
末
永
中
央

執
行
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

北
陸
支
部

新
潟
県
中
央
集
会
に

現
職
知
事
が
初
参
加

「
長
時
間
労
働
の
根
絶
」

「
共
謀
罪
反
対
」
第
８
８
回
メ
ー
デ
ー

５
月
１
日
（
月
）
第
８
８
回
メ
ー
デ
ー
は
、
「
働
く
も
の
の
団
結
で

生
活
と
権
利
を
守
り
平
和
と
民
主
主
義
、
中
立
の
日
本
を
め
ざ
そ
う
」

と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
、
ユ
ニ
オ
ン
の
緑
の
旗

が
各
所
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
は
、
１
８
８
６
年
５
月
１
日
に
ア
メ
リ
カ
で
８
時
間
労
働

制
を
要
求
し
て
行
っ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
を
き
っ
か
け
と
し
て
全
世
界
で
始

ま
っ
た
も
の
で
す
。「
長
時
間
労
働
の
根
絶
」
や
「
共
謀
罪
反
対
」、
大

阪
の
集
会
で
は
「
森
友
問
題
の
究
明
」
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら

れ
、
集
会
後
は
デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
部
支
部

近
畿
支
部

萩
原
初
代
委
員
長
を

招
き
、
２
０
年
の
歴

史
を
振
り
返
る

中
国
支
部

熱
く
語
る

萩
原
初
代
委
員
長
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